
●ひるがえる墨会館 

 

 あなたは「墨会館」を知っていますか？ そして、その設計者が「世界のタンゲ」と呼

ばれた建築家であることを。東京都庁舎を設計した丹下健三です。 

 

 まあ、それはともかく、その墨会館を裏返しちゃおうということです。あの要塞のよう

な外観の建築を中庭でウチとソトをひっくり返すとどうなるでしょう。どのような顔が見

えてくるでしょう。そして、中庭に見えるものは。 

返し方の要領は、「ひるがえるノコギリヤネ」と同じです。 

  

 丹下は、この要塞で何を守ろうとしたのか。墨会館を本社として、尾張の繊維産業を牽

引した艶金興業がこの建築に託した思いとは。そして、この中庭とは何だったのか。 

興味を持たれた方は、「ノコギリヤネとモダニズム建築」（ノコギリヤネのある風景・そ

の 13）をお読みいただければ幸いです。 

 

   

              

   

 


